
パ
ン
の
耳
を
食
べ

な
い
子
ど
も
が
い

る
。
食
べ
さ
せ
な
い

保
護
者
も
い
る
。

し
っ
か
り
咬
め
る
子

ど
も
は
二
割
ほ
ど
し

か
い
な
い
。
食
べ
物
を
喉
に
つ

ま
ら
せ
た
り
、
窒
息
す
る
子
ど

も
や
高
齢
者
も
増
え
て
い
る
。

軟
ら
か
い
も
の
を
好
ん
で
食

べ
て
い
る
と
、
咬
む
力
だ
け
で

は
な
く
、
口
腔
機
能
も
育
た
な

い
。
咬
ん
で
食
べ
る
た
め
の
、

上
下
の
歯
の
間
に
食
べ
物
を
乗

せ
る
舌
の
働
き
が
発
達
し
て
い

な
い
。
咬
む
能
力
は
生
ま
れ
つ

き
備
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
訓
練
に
よ
っ
て
身
に
付
く

も
の
で
あ
る
。
ほ
ん
の
少
し
心

が
け
る
だ
け
で
、
咬
む
回
数
は

い
く
ら
で
も
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
。
身
近
に
あ
る
食
材
を
考

え
な
が
ら
選
ぶ
、
あ
る
い
は
調

理
法
を
ほ
ん
の
少
し
変
え
る
だ

け
で
、
咬
む
回
数
が
自
然
に
増

え
、
無
理
な
く
咬
め
る
よ
う
に

な
る
。

し
か
し
、
正
常
な
口
腔
機
能

の
獲
得
・
成
長
を
促
す
た
め
に
、

保
険
診
療
で
は
、
小
児
期
の
歯

の
喪
失
に
対
す
る
小
児
義
歯
と

い
う
形
態
を
評
価
し
て
い
る

が
、
機
能
の
検
査
や
治
療
は
対

象
と
し
て
い
な
い
。
唾
液
量
測

定
や
反
復
唾
液
嚥
下
テ
ス
ト
、

ガ
ム
に
よ
る
咬
合
力
判
定
、
こ

ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
に
よ
る
咀
嚼

能
率
、
口
蓋
に
付
着
さ
せ
た
海

苔
を
舌
で
は
が
し
取
る
時
間
、

開
口
時
間
な
ど
、
口
腔
機
能
を

検
査
し
、
ど
こ
に
問
題
が
あ
る

か
を
考
え
る
。
歯
の
萌
出
状
態

や
舌
機
能
の
発
達
に
合
わ
せ
た

適
切
な
食
べ
方
の
指
導
と
治
療

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

食
姿
勢
の
大
切
さ
も
訴
え
て
い

き
た
い
。

今月の会員数／1,028人（医科726人・歯科302人）
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URL  http://ishikawahokeni.jp/
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第
三
十
二
回
目
を
数
え
る

「
な
ん
で
も
学
術
！
な
ん
で
も

回
答
？
よ
ろ
ず
勉
強
会
」
が
、

一
月
二
十
三
日
近
江
町
交
流
プ

ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
勉
強
会
で
は
「
歯
科
か
ら

医
科
へ
の
発
信
」
を
テ
ー
マ
に

シ
リ
ー
ズ
化
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
金
沢
市
片
町
で
ご

開
業
の
窪
田
正
宏
先
生
に
矯
正

歯
科
治
療
に
つ
い
て
の
ご
講
演

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
窪
田
先

生
は
一
九
九
三
年
に
石
川
県
で

初
め
て
の
矯
正
歯
科
専
門
の
歯

科
医
院
を
開
業
さ
れ
、
矯
正
歯

科
分
野
の
第
一
線
で
先
駆
的
な

お
仕
事
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

ま
ず
、
矯
正
歯
科
治
療
の
目

的
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
歯
並
び
を
良
く
す
る
こ

と
に
よ
り
、
精
神
的
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
解
消
す
る
こ
と

や
、
虫
歯
や
歯
周
病
の
予
防
、

咀
嚼
効
率
の
改
善
と
と
も
に
顎

骨
の
成
長
や
正
常
な
鼻
呼
吸
を

促
す
な
ど
の
効
果
が
も
た
ら
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
目
的
の
た

め
、
歯
牙
に
比
較
的
弱
い
力
を

持
続
的
に
加
え
て
歯
牙
を
移
動

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
達
成
す
る

の
が
、
矯
正
歯
科
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
生

体
内
の
一
部
を
「
移
動
さ
せ

て
」
治
療
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
医
科
の
領
域
に
は
存
在
し

な
い
こ
と
で
あ
る
と
の
お
話

は
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
講
演
で
は
多
く
の
症

例
を
ご
提
示
い
た
だ
き
ま
し

た
。
口
を
閉
じ
て
も
上
下
の
門

歯
の
間
に
隙
間
が
で
き
て
十
分

に
咀
嚼
で
き
な
か
っ
た
り
、
上

顎
や
下
顎
が
突
出
し
て
い
た
も

の
が
経
時
的
に
改
善
し
て
、
つ

い
に
は
ほ
ぼ
正
常
な
噛
み
合
わ

せ
に
な
っ
て
い
く
様
子
に
は
、

驚
き
さ
え
覚
え
ま
し
た
。

最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
臼
歯

が
内
側
に
傾
斜
し
、
咀
嚼
効
率

が
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
運
動

不
足
に
よ
る
筋
力
の
低
下
や

ゲ
ー
ム
の
や
り
過
ぎ
に
よ
る
姿

勢
の
悪
化
な
ど
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
食
育
と
の
関
連
も
含
め

て
、
重
要
な
問
題
と
考
え
る
べ

き
と
痛
感
し
ま
し
た
。

講
演
後
の
質
疑
も
大
変
に
活

発
な
も
の
と
な
り
、
特
に
、
最

近
若
い
女
性
に
も
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
が
増
え
て
い
る
こ
と

と
顎
骨
の
成
長
が
十
分
で
な
い

こ
と
と
の
関
連
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
と
て
も
興
味
深
い

も
の
で
し
た
。

当
協
会
で
は
、
今
後
も
こ
の

シ
リ
ー
ズ
を
継
続
し
て
い
く
予

定
で
す
。
実
地
臨
床
に
役
立
つ

貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
の
で

き
る
会
で
す
の
で
、
一
人
で
も

多
く
の
会
員
の
先
生
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

第
三
十
二
回
な
ん
で
も
学
術
！ 

な
ん
で
も
回
答
？ 

よ
ろ
ず
勉
強
会 

理
事

　三
宅

　靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

シ
リ
ー
ズ
●
医
科
会
員
の
た
め
の
歯
科
講
座
●

窪
田
正
宏
先
生
を
講
師
に

矯
正
歯
科
治
療
で
何
が
で
き
る
の
か

講師の窪田正宏先生

29人が参加して開かれた第32回よろず勉強会
� （1月23日・近江町交流プラザ）

医
科

歯
科新点数検討会 新点数検討会

《金沢会場》とき■ 2014年3月30日（日）午前10時～正午
ところ■

とき■

ところ■石川県地場産業振興センター 本館・大ホール
《七尾会場》とき■ 2014年3月30日（日）午後2時半～午後4時半

2014年3月27日（木）午後7時～午後9時半
ホテル金沢 ２階／ダイヤモンド

ところ■七尾美術館 アートホール
●テキスト／『点数表改定のポイント2014年4月版』　●講師／保険医協会講師団

●テキスト／『2014年改定の要点と解説』
●講師／保険医協会講師団

開　催　予　告

◎参加資格は、会員および院長が会員の医療機関スタッフに限ります。　◎問い合わせは、石川県保険医協会まで。電話 076-222-5373
◎詳細・申し込み方法につきましては、案内チラシをご覧ください。
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「保険で良い歯科医療」を実現するため、全国保険医団体連合会の呼びかけ
で始まった10月８日から11月８日までの「イレバデーからイイハデー」の取り
組み。この期間中、全国の保険医協会・医会では、歯の大切さを知ってもらお
うと、県民健康講座や絵画コンクールを開催するなど、様々な取り組みを行っ
ています。

石川県保険医協会では、これらの取り組みに呼応して、2011年より、県内高
齢者施設を対象とした「義歯ネーム入れボランティア」を実施しています。
2012年秋に当会が行った義歯ネーム入れ希望調査では、県内の高齢者施設68カ
所より2,040人分について希望が寄せられました。義歯の置き忘れへの速やか

な対処や入居者同士の義歯の取り違え防止、感染症の防止にも効果が見込まれ
るため、高齢者施設では義歯への名入れニーズが高いことを改めて認識させら
れる結果となりました。

当会ではこの調査結果をもとに、施設の協力歯科医院をはじめとする歯科医
師や歯科技工士各位の協力を得ながら、順次、義歯ネーム入れを実施してい
ます。

2013年度は下表のとおり、県内５市町７施設において、合計110人分、204床
に実施しました。今回ご協力いただいた皆様に、心より感謝申し上げます。ま
た、2014年度以降の実施にむけて、多くの皆様のご協力を呼びかけます。

義歯ネーム入れボランティアが好評
義歯の置き忘れ・感染症の防止で高いニーズが

●事務局からの報告●

義歯ネーム入れについての詳しい内容は、本紙2013年１月号の４・５面に特集されています。
ご希望の方にはＰＤＦでお送りできますので、メールで請求してください。

E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

■2013年度義歯ネーム入れ実施報告
実施施設 実施日・実施数 協力者

金沢市 有料老人ホーム　サンシャイン神宮寺 9月5日（木）�
31人分　59床

浦井 一樹先生（城北歯科）�
下谷 誠先生（城北歯科）�
平田 米里先生（平田歯科医院）�
岡部 孝一先生（おかべ歯科医院）

野々市市 特別養護老人ホーム　かんじん 8月29日（木）�
16人分　28床

松原 五郎先生（まめだ歯科医院）�
太田 大司氏（太田技工所）�
平田 米里先生（平田歯科医院）

能美市 介護老人保健施設　手取の里 9月19日（木）�
14人分　26床

山上 伸一先生（山上歯科医院）�
島田 俊彦氏（デントスタジオ）�
平田 米里先生（平田歯科医院）

津幡町
特別養護老人ホーム　あがたの里 10月30日（水）�

9人分　18床 沖野 善則先生（沖野歯科医院）

特別養護老人ホーム　ふぃらーじゅ 10月16日（水）�
9人分　15床 沖野 善則先生（沖野歯科医院）

中能登町
グループホーム　一青の家 11月23日（土）�

8人分　16床 
和泉 忍先生（和泉歯科医院）�
石川県歯科技工士会（4名の皆様）

特別養護老人ホーム　鹿寿苑 10月26日（土）�
23人分　43床

和泉 忍先生（和泉歯科医院）�
石川県歯科技工士会（6名の皆様）

7カ所 110人分　204床

※2011年度から2013年度の活動で、県内の高齢者施設18カ所、318人分（583床）の義歯に名入れを実施しました。

記録的な猛暑といわれ
た今夏の暑さも幾分和ら
いだ９月５日、私の勤務
先である城北歯科から近
い神宮寺にある有料老人
ホーム「サンシャイン神
宮寺」にて、石川県保険
医協会の義歯ネーム入れ
ボランティアがあり、参
加させていただきまし
た。平田米里先生、岡部
孝一先生、保険医協会事
務局の小野栄子さんと私

の計４人で２時間半程度の作業となりました。
入居者31人分、およそ59床の義歯にネーム入れをさせていただきました。私

は昨年４月から今年７月までこちらの施設に施設往診担当医として往診に伺っ
ていたので、今回ネーム入れをした義歯の中に私が作成したものもいくつかあ
りました。８月以降病院内での人事で往診担当を外れたのですが、見覚えのあ
る義歯や名札を拝見し、私が作成した義歯を入居者の方が日常生活で使われて
いる様子を確認でき、非常に嬉しく思いました。

また、平田先生、岡部先生にはネーム入れの最中、診療に関することからそ
うでないことまでさまざまなお話を聞かせていただき、平田先生には私が診て
いる患者さんで調整途中になっている（Tコンデを貼った状態）義歯について、
この先の調整についての指導もしていただきました。広島出身で大学も岡山
だった私には、石川で仲良くさせていただいている先生が少なく、また、職場
の歯科医師たちも皆、臨床経験が10年未満と若いため、経験豊富な先生方とご
一緒できたことはそれだけでも良い経験となりました。

私たちの法人センター病院である城北病院は病床が約300床あり、その半数
以上は高齢者が占めています。当然義歯を使用されている方は多く、その中で
も多数歯欠損の義歯はデザインも似たものが多いため、入院中に患者本人・職
員が誤って紛失した場合、発見されても誰の物か分からなくなることがあるよ
うです。そのような事故を少しでも軽減させるためにもこのボランティアを継
続させれば良いと思い、また私自身も機会があればまた参加したいと思いま
した。

経験豊富な先生と有意義な時間を過ごして

義歯ネーム入れボランティアに
　　　　　　　　　　　参加して

下谷　誠（金沢市・歯科）

義歯ネーム入れボランティアに携わる下谷誠先生
（昨年９月５日・サンシャイン神宮寺にて）
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近
年
、
新
規
開
業
歯

科
医
院
の
約
三
〇
％
が

三
年
で
経
営
的
危
機
、

閉
鎖
の
憂
き
目
に
あ
っ

て
い
る
。
ま
た
、
厚
労

省
の
賃
金
構
造
基
本
統

計
調
査
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
四
年

度
の
歯
科
医
師
の
平
均
年
収
は
六
百

七
十
九
万
四
千
円
で
あ
り
、
平
成
十

七
年
時
と
比
し
て
二
百
二
十
五
万
三

千
六
百
円
も
減
少
し
て
い
る
。
国
に

よ
る
医
療
費
の
抑
制
政
策
と
需
給
問

題
が
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
加
え

て
、
四
月
に
は
消
費
税
増
税
が
実
施

さ
れ
、
歯
科
の
困
窮
ぶ
り
に
ま
す
ま

す
拍
車
が
か
か
る
と
予
測
さ
れ
る
。

こ
れ
で
は
歯
科
に
魅
力
を
感
じ
る
次

世
代
を
担
う
若
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
る

の
も
無
理
は
な
い
。
現
に
定
員
割
れ

の
続
く
私
立
歯
科
大
学
や
歯
科
専
門

学
校
も
少
な
く
な
く
、
人
材
の
質
的

低
下
が
危
惧
さ
れ
る
。

そ
の
他
、
歯
科
に
お
け
る
課
題
は

多
い
が
、
ど
れ
も
単
純
で
は
な
い
。

需
給
問
題
に
お
い
て
も
そ
の
例
に
漏

れ
な
い
。
日
本
歯
科
医
師
会
に
よ
れ

ば
、
開
業
歯
科
医
師
の
会
員
平
均
年

齢
は
五
十
七
歳
十
カ
月
だ
と
い
う
。

特
に
過
疎
地
域
の
高
齢
化
は
、
住
民

だ
け
で
は
な
く
歯
科
医
師
に
お
い
て

も
切
実
な
問
題
で
、
十
年
を
待
た
ず

し
て
団
塊
の
世
代
の
大
量
の
医
院
廃

業
に
よ
る
無
歯
科
医
地
区
が
急
速
に
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良
い
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険
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範
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技

術
料
の
適
正
な
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価
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報
酬
の
ア
ッ
プ
、
医
療
の
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の
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用
な
ど
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さ
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ざ
ま
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地
道
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る
こ
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が
必
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そ
の
こ
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給
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歯
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実
現
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そ
が
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要
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題

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の

次
期
診
療
報
酬
改
定
を
考
え
る

患
者
中
心
の
医
療
を
守
る
た
め

１月25日〜26日、東京・都市センターホテルにおいて、第46回保団連
定期大会が開催されました。
今大会では、石川協会から平田米里副会長が保団連理事に立候補し、全
会一致で承認されました。石川協会は今年で創立40年を迎えますが、保
団連理事が選出されるのは初めてのことです。
平田米里新保団連理事より就任あいさつをいただきましたので、以下掲
載します。

かれこれ四半世紀にわたり、東京・大阪などで開催された保団連関連の会
議や集会に参加してきた。多分、優に100回を超える回数になったと思う。
当初は未知への好奇心だけだったが、程なく愚鈍な私でも歯科界のために何
かの貢献ができるかもしれない、石川から全国に向けて何かを発信できるか
もしれないし、逆に全国の協会・有志からの教えを石川に還元できるかもし
れないと思い込んでしまったこと、そして何よりも保団連が好きなことが長
く継続した要因ではないかと思う。

この間、保団連も少しずつであるが、数々の意義ある活動やオピニオンを
発信することで国や多くの医療関係組織から認知され、その発言にも重みが
生まれてきたことに嬉しく感じた。しかし、医科歯科共同体として唯一の全
国組織として、その潜在能力を十分には活かしきっていないと思うようにも
なった。ひょっとしたら、こんな私にも保団連組織の中で、まだ何かできる
ことがあるかもしれないと思い込んでしまったことが理事就任に至った背景
である。この思いが簡単に砕け散ってしまう可能性もあるが、それでも試し
てみる価値も十分にあるとの思いがある。少々恥ずかしい気もするが、石川
協会で経験してきたことを活かし、自分なりの職務を全うする覚悟を表明す
ることで報告とさせていただきたい。

保団連理事に就任保団連理事に就任
平田米里当協会副会長が

唯一の医科歯科共同組織の保団連で
石川協会・全国の医療の発展のために

保団連理事に就任して

平田　米里（野々市市・歯科）

全国から329人が出席して開かれた保団連第46回定期大会
� （1月25日・26日／東京麹町・都市センターホテル）

今定期大会では、平田副会長（写真中央）ほか、新たに10人の理事が選出された
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会員の先生へ

『石川保険医新聞』
 アーカイブについて 
『石川保険医新聞』の創刊

号から現在までのPDF化が終

了し、会員の皆様にいつでも閲

覧･ダウンロードしていただく

ことが可能になりました。当面

の間、試験運用として、ホーム

ページにアップしましたので、

ご覧になりたい会員（ご本人の

み）の方は、保険医協会事務局

まで、当該サイトへのアクセス

方法をおたずねください。メー

ルでお問い合わせいただけれ

ば、アクセス方法とIDおよびパ

スワードをお知らせします。

●問い合わせ先Eメール
　ishikawa-hok@doc-net.or.jp
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【ヒデさんの回答…1月号のつづき】

2．モンスターペイシェント ─ 誰が生み出したのか ─
今回は、モンスターペイシェント問題を生み出した要因について考えて

おきましょう。そうしないと、対症療法にとどまり、問題の根本解決にな
らないからです。

キーワードは「患者様」そして「営利化」だと思います。「患者様」が
モンスター発生の温床となっている。そして患者様は医療の営利化政策か
ら生まれている、ということではないでしょうか。

お医者様から患者様へ
90年代に入ってでしょうか、患者様という呼び方が病院等で見られるよ

うになり、あっという間に広がりました。さすがに、最近は、違和感を感じ
る、おかしい、さらには患者を馬鹿にしているのではないか、というような
意見が出てきて、「患者さん」に戻すような病院も見られるようになりました。

でも、まず、皆さんのいう医療界こそ、モンスターを生んでいるのでは
ないかと、厳しい指摘から始めましょう。

昔は、「様」は、医者につけられていましたね。お医者様、と。
これは、もちろん、生命、健康を守ってくれる医者への感謝、尊敬の気

持ち、そして医学、医療への畏怖の念がこめられてのことでしょう。
現在でも多くの患者さんは、この気持ちですし、これに応えて、多くの

医師・スタッフが、医の倫理、患者の権利が言われる中、インフォームド・
コンセントに意を尽くし、自らの生命を削るような医療を行っていること
は高く評価しています。

他方で、えらい医師も増え、お互いを先生と呼び合う、さらには医療人
というような別世界を創り、権威主義が強まっている面はないでしょうか。
確かに、医師は、努力して受験戦争そして就職戦争に勝ち残ってきた、勝
ち組です。さらに医学という権威主義が輪をかけ、人間として対等な立場
ではなくて、患者に対して上のように接する。患者は、だめな人間で、敗
者である。別の言い方をすれば劣等処遇意識の塊というような医師、そし
て医師と患者の上下関係が形成されてこなかったか、ということです。

私は、40年近く、医学部、薬学部、社会福祉学部、大学院、保健・看護
学校等で、人権とりわけ健康権そして人権のにない手論を講義してきまし
たが、最近、特に医学生を見ていて、その権威主義・劣等処遇意識に危惧
を抱いています。もちろん私たち大学側の努力不足の結果なので、反省し
ているところですが。

この私でさえ、診察室で、医師の前に座るとあまり物が言えない。30年
も前、国立病院統廃合政策が展開され出した頃、ある国立病院で、朝から

６、７時間もひたすら待たされた経験があります。その後の診断はウイル
ス性肺炎で、即入院でした。大げさに言えば医師優位＝患者劣位の長い屈
従の歴史が形成されてきた。それはあたかも人間の質、価値の違いすら意
識させられるような関係と言ってよいでしょう。

個人の想いとは別に医療界全体の中にこうした部分があることは認識さ
れるべきでしょう。

近頃の患者、住民の発言や行動は、そうした医師・患者関係を背景とし
た、患者の反発、「反乱」でもあり、ついにモンスターまで生んでしまった、
というのは厳しすぎるでしょうか。

営利化政策とモンスター
さて、患者様という言葉が広く広がってきたのは、厚生労働省の「医療

サービス向上委員会」が2001年に発表した指針が「患者の呼称の際、原則
として性（名）に『様』をつける」としたことからだといわれていますが、
その淵源は、老人保健法により医療差別が導入され、給付と負担の公平が
とかれ、国立病院統廃合等・包括的・有機的医療供給体制の整備等の再編
が始められる1983年からの「医療再編期」にあると思います。
「再編政策」の最も重要な点は、医療における国や自治体の公的責任の

縮小であり、撤退した領域に医療・福祉産業にとっての広大な利潤追求の
市場＝ニューフロンティアを形成するということです。例えば、1983年の
林厚生大臣「今後の医療政策」や1987年に発表された厚生省国民医療総合
対策本部「中間報告」が思い起こされます。こののち、市場化とは営利化
に他ならないことが明確になりますが、「行きつく先は、買う医療という
ことになろう」と、当時論文に書いたものでした。

営利化とは、患者を消費者とするものです。儲けの対象にするものです。
医療を商品とすることです。現在、生命、がん保険等アフラックをはじめ
とする医療保険、そして医療機関への攻勢と進出は激しいものがあります。
TPPや医療特区は営利化路線の総仕上げとすらいえるでしょう。その意
味で、既に外堀は埋められ、医療機関の本丸も危ういと思います。

確かに、医療分野ではかろうじて営利化は避けられています（医療法７
条の５項「営利を目的として、病院、診療所又は助産所を開設しようとす
る者に対しては、前項の規定にかかわらず、第一項の許可を与えないこと
ができる。」は、かろうじて残っています）が、福祉分野では、医療に先
行して、すでに介護保険法を嚆矢（こうし）に営利化が進み、有料老人ホー
ムやケア付き住宅、そして、ついに貧困ビジネスの跋扈（ばっこ）する状
況となっています。ここでも、モンスターが現れ、低賃金、非正規労働に
苦しむケア労働者から、悲鳴が上がっています。

この営利化路線で、患者は消費者とされた。しかも「賢い消費者たれ」
とたきつけられたわけです。「お客様は神様です」というわけで、医師の
劣位にあった「患者」が、人間として対等になるより一気に「神様」になっ
てしまった。

そこで、医師より「偉く」なったり、消費者として何でも言える、と勘
違いするような人が出てきたということでしょうか。

医療法第１条の２は 、「医療は、生命の尊重と個人の尊厳の保持を旨とし、
医師、歯科医師、薬剤師、看護師その他の医療の担い手と医療を受ける者
との信頼関係に基づき、‥‥」と医療の理念を謳っていますが、現在の市
場化・営利化政策こそ、この信頼関係を破壊し、むしろ対立を煽り、モン
スターを生んでいる、というべきではないでしょうか。�（３月号につづく）

ヒデさんに聞く

倫理から人権へ
（金沢大学名誉教授　井上　英夫氏）

《第5回》モンスターペイシェント（中編）

石川県保険医協会　TEL(076)222-5373　FAX(076)231-5156　E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

『医療安全管理対策の基礎知識（医科・歯科共用）』
改訂版発刊のご案内

◇目次構成
第１節 医療安全管理
第２節 院内感染対策
第３節 医薬品の安全管理
第４節 医療機器の安全管理
第５節 医療安全管理対策自主点検チェック表
第６節 医療安全管理に関するＱ＆Ａ
第７節 関連法令
第８節 診療所（医科・歯科）、
 病院のヒヤリ・ハット調査結果（保団連調査）
参　考 消防計画や防災マニュアルの整備について

この度、保団連より2010年発行の『医療安全管理対策の基礎知識』の改訂版が発行されました。
本書は、2007年医療法改正による医療安全管理の義務化について、日常診療の中で必要な対応を効率
的に実施できるようまとめたものです。
改訂版では、2011・2012年の保団連医療研究集会で報告された「診療所（医科・歯科）における

ヒヤリ・ハットに関する実態調査」及び、2013年の病院・有床診療所セミナーで報告された「病院にお
けるヒヤリ・ハットに関する実態調査」を掲載するとともに、2013年10月に発生した有床診療所の火災
事故を受け、「消防計画案」や「防災マニュアル案」も掲載しております。

案内チラシのＦＡＸ注文書よりお申し込みください。 （体裁：A4判・200ページ、定価：1,500円）
会員価格１冊1,000円 （定価1,500円）となります。
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問題６	 医療保険による訪問看護について次の中から正しいものを3つ選びなさい。(2点・完答）
⑴	 パーキンソン病の場合は、ヤール分類のⅢ度以上の場合が医療保険の訪問看護の対象となる。
⑵	 頸髄損傷の場合は、障害の程度によって医療保険の訪問看護の対象となるかどうか変わってくる。
⑶	 介護認定を受けている方で、気管力ニューレを使用している状態の場合は、特別訪問看護指示を2回出
せるが、特別訪問看護指示期間以外は、介護保険の訪問看護となる。
⑷	 末期の悪性腫瘍の場合は、特別訪問看護指示を出す必要はない。
⑸	 40歳から65歳未満の患者の場合は、疾患名にかかわらず医療保険からの訪問看護となる。

問題７	「厚生労働大臣が定める疾病等」で認められている場合を、次の中から正しいものを3つ選びなさい。 
(2点・完答）
⑴	 要介護認定者への訪問看護であっても、介護保険ではなく医療保険の給付対象となる。
⑵	 毎日訪問する必要がある場合、最多で3力所の訪問看護ステーションが訪問看護を行える。
⑶	 1日に2回または3回以上の訪問看護を実施した場合、難病等複数回訪問加算を算定できる。
⑷	 外泊時に実施した訪問看護は算定できない。
⑸	 長時間訪問看護が可能となる。

問題８	「厚生労働大臣が定める疾病等」と「第2号被保険者が介護保険の給付対象となる特定疾病」で共通する疾
病を次の中から2つ選びなさい。(2点・完答）
⑴	 進行性筋ジストロフィー症
⑵	 人工呼吸器を使用している状態
⑶	 脊柱管狭窄症
⑷	 末期がん
⑸	 多系統萎縮症

問題９	「厚生労働大臣が定める状態等」に該当する場合を次の中から3つ選びなさい。(2点・完答）
⑴	 真皮を超える褥瘡の状態にある者
⑵	 人工肛門を設置している状態にある者
⑶	 週に3日以上訪問看護もしくは訪問診療で静脈注射が必要な者
⑷	 胃ろう栄養中の患者
⑸	 特別訪問看護指示期間

問題10	 身体障害者手帳に関して次の中から正しいものを2つ選びなさい。(2点・完答）
⑴	 右上肢機能全廃と右下肢の機能全廃を認められる場合は、合わせて2級の障害等級となる。
⑵	 脳血管疾患による障害の場合、原則、半年間は身体障害者の手帳の申請ができないが、脳卒中以外の疾
患では、症状が固定していれば、申請が可能である。
⑶	 著しく重度の障害があり、日常生活で常時特別の介護が必要な場合は、特別障害者手当が支給される。
⑷	 両上肢の著しい機能障害の状態は1級で、両下肢の著しい機能障害は2級である。
⑸	 身体障害者手帳は、疾病や事故による障害を認定するもので、加齢に伴う障害は認定されない。

【正解】�（解説は大川記）
問題６：	１．３．４
解説；この問題は、訪問看護を利用する際に、医療保険の対象かどうかを問うものである。
	 ⑴ パーキンソン病でも特定疾患として認められるのはヤールⅢ以上である。⑵ 頸髄損傷の診断があればよく、障害の程度についての条件はない。

⑶ 特別訪問看護指示書の有効期間は一回につき２週間までである。仮に２回出せたとしても月に最大３日間は医療保険の対象でない期間が発生す
る。同じ病態でも、指示の開始日によってその月に医療保険の対象でない期間が発生するのはあまりに機械的である。⑸ 40歳から65歳までの２
号被保険者の場合、特定疾病に該当すると介護保険の対象となる。それ以外の疾患では医療保険となる。

問題７：	１．２．３．
解説：	問題７．８．９．は、「厚生労働大臣が定める疾病等」(疾病等と略)「厚生労働大臣が定める状態等」(状態等と略)「第

２号被保険者が介護保険の給付対象となる特定疾病」(特定疾病と略)に関する問題である(いずれも図に示す)。疾病等、
状態等、特定疾病などややこしい。が、それぞれに該当するかどうかで制度の利用が異なってくるので理解が重要で
ある。⑷ 外泊時でも認められるようになった。⑸ 長時間訪問看護が可能となるのは「疾病等」ではなく、「状態等」
の時である。その他、特別訪問看護指示書が出たとき、15歳未満の超重症児・準超重症児に長時間訪問看護は可能である。

問題８：	４．５．
解説：	⑴ ⑵ 「疾病等」であるが「特定疾病」ではない。⑶ 「特定疾病」ではあるが「疾病等」ではない

問題９：	１．２．４．
解説：	⑶ 在宅患者訪問点滴注射管理指導料を算定している場合は、状態等である。が、静脈注射では算定できない。皮下注・

筋注も同様に算定できない。あくまで点滴注射。⑷ 在宅成分栄養経管栄養法指導管理を算定している場合。
問題10：	２．３．
解説：	訪問診療の対象となる患者さんは、障害を持っていることが多い。医療費負担軽減のためにも身体障害者手帳の取得

を意識したい。⑴ 右上肢機能全廃で２級、右下肢の機能全廃は３級で合わせると１級になる。⑵ 原則、半年だが３ヶ
月以上であれば症状固定したと診断して申請はできる。⑷ 上肢の著しい機能障害は３級で両上肢の場合、２級になる。
下肢の著しい機能障害は４級で、両下肢の場合は３級になる。⑸ 原因疾患によらない。

出典
⃝�単行本：200ページ
⃝�出版社：日経BP社;�
1版（2012/9/1）

⃝�ISBN-10：4822217256
⃝�ISBN-13：978-
4822217259

⃝�発売日：2012/9/1 

※�転載にあたっては、著者
の永井先生の許可を得て
います。大川　義弘（金沢市・内科）

医療、介護、福祉制度が絡み合う在宅医療の知識を確かなものに

してみませんか?
（その2）

「全国在宅医療テスト」チャレンジ
1 月 号 の 続 き

〈資料〉

厚生労働大臣が定める疾病等

特掲診療科の施設基準等告示
（平成20年厚労省告示第63号、
 最終改正平成25年厚労省告示第43号）

厚生労働大臣が定める状態等

特掲診療科の施設基準等告示
（平成20年厚労省告示第63号、
 最終改正平成25年厚労省告示第43号）

（介護保険法施行令第2条）

石 川 保 険 医 新 聞（5）2014年2月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第502号



１月で55歳になった。もちろん戦時体験はない。少年時代の僕は、テク
ノロジーの発展と生活レベルの持続的向上が当たり前、努力さえすれば報
われ、進歩することが当たり前と、勝手に思い込んでいた。そして、最高
法規である憲法は、知識として、国民主権、基本的人権の尊重、平和主義
と記憶すべき教科書のコンテンツであり、人権の擁護に対し、よりよく発
展することは当たり前、戦争のための軍事力を持たないのが当たり前、そ
れらは憲法で守られている、と素直に思っていた。

ところが、昨年来、プログラム法や秘密保護法案の可決、さらには集団
的自衛権の行使をめざす改憲勢力によって、憲法そのものが脅かされる事
態を目のあたりにしたとき初めて、憲法は、国家権力の暴力から一人ひと
りを大きく庇護する母親のような存在であることに気づかされた。そして、
自分は護憲のために何ができるか。

もし日本が侵略に遭うことがあった場合、どうする？という話題がわが
家の食卓にのぼったことがある。80歳を過ぎた父を除いて、皆、口々に「日
本を出て、安全な所に行く！」という意見でまとまった。もっとも、戦時

下の政府にはどこが安全かという情報など、一個人に与える余裕はないだ
ろう。それでも、私の家族一人ひとりの思いとしては、国家の利益のため
に、個人の尊厳が犠牲になっては困るというのである。

一人の命の大切さを思い、無二の人格を尊重する。人権の尊重は憲法の
中でも最も大切な考え方であると思う。個々人の集合体が国であるという
思いからすると、国益を優先するという政治家の言葉“国益”は、自己矛
盾に満ちており、時として利己的で、耳にするたびに不快に思う。

日本に本当の民主主義が育成されない理由として、戦後に、戦争責任の
明確化がなされず、人権を蹂躙した当時の権力者がそのまま、戦後世界の
重鎮におさまったことにあるとも言われる。戦争がどのように人を殺して
きたかの戦争責任を明確化することで、再び戦争を起こさず、戦争に関わ
ることがないようにと、９条を守り抜こうとする人たちがいる。

一方で、戦争の愚かさを知る戦争体験者であるにもかかわらず、経済発
展を求めるばかりに再軍備にくみする人たちがいることへの不思議を
思う。

現政府は、自立できなくなった人に対して、国の責任を放棄し、無理な
自助を押しつける方針を打ち出している。生活保護費の減額、難病患者医
療における一部自己負担の引き上げ、要支援者に対する介護予防給付の制
限などの決定は政府による人権侵害といえる。

今後さらに、人権に対して敏感でありたい。そして、身近なところで憲
法を感じ、自分にできる護憲を見つけたい。

ザ・日本国憲法ザ・日本国憲法会員寄稿
シリーズ⑨

西川　忠之（能美市・泌尿器科）

憲 法 と 私

西川　忠之（能美市・泌尿器科）

憲 法 と 私

「ザ・日本国憲法」の原稿を募集しています
本コーナー「ザ・日本国憲法」の原稿を募集しています。会員の皆様の忌憚のない
ご意見をお送りください。原稿はメールまたはFAXなどでお送りください。字数は
600字～1200字程度でお願いします。(編集部)

2013年11月28日、参議院議員会館で開催された「保険で良い歯科医療を」全国連絡
会で田村智子参議院議員に「『保険で良い歯科医療』の実現を求める」請願署名を手渡す
宇佐美宏保団連副会長（左から2番目）ら。石川協会から工藤浩司事務局長が参加した。

署名協力のお礼
2013年8月から取り組んできました以下の署名は、全国保険医団体連合会を
通じて2013年11月28日に衆参両院議長に提出しました。石川協会分も含めた
全国の署名集約数は以下のとおりです。多くの先生方よりご協力をいただき、
ありがとうございました。
保険医協会は引き続き、国民の生命、医療を守るべく奮闘していく所存で

す。今後とも医療制度改善のため、協会活動へのご協力をお願いいたします。

○「『保険で良い歯科医療』の実現を求める」請願署名

全国集約数 ： 34万筆
○「70～74歳の患者窓口負担一割継続」請願署名

全国集約数 ： 6万3,500筆

口
か
ら
食
べ
ら
れ
る
幸
せ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

チャレンジ
セミナー
チャレンジ
セミナー

［主催］ 金沢在宅NST経口摂取相談会 代表：小川滋彦（小川医院）
［後援］ 石川県・金沢市・（公社）石川県医師会・（公社）金沢市医師会・（一社）石川県歯科医師会・（一社）金沢市歯科医師会
 石川県保険医協会・（公社）石川県看護協会・（公社）石川県理学療法士会・（社）石川県作業療法士会
 （一社）石川県言語聴覚士会・（公社）石川県栄養士会・石川県介護支援専門員協会・石川県歯科衛生士会
 石川県ホームヘルパー協議会・石川県介護福祉士会

●お問い合わせ先　kanazawazaitakukeikou@yahoo.co.jp

金沢在宅NST経口摂取相談会

参加費無料
（申込み不要）

日時 2014年2月24日㈪
午後7：15～9：00（開場6：45）

会場 ホテル金沢4階「エメラルド」
金沢市堀川新町1番1号

対象

内容

医療・介護・福祉関係者

1 ミニセミナー
『在宅低栄養患者における
ラコールを用いたONSの有用性』
演者 菊池　勤（金沢西病院）

2 事例報告
『介護付き有料老人ホームにおける
経口摂取の試み』
演者 神野俊介（PT、金沢医療センター）
 谷口昌代（ST、金沢脳神経外科病院）
 河崎寛孝（MD、金沢脳神経外科病院）
 綿谷修一（DDS）

3 相談会経過報告および平成26年度の計画
4 代表挨拶
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石
川
県
保
険
医
協
会
は
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
受
け
て
、二
〇
一
二

年
七
月
に
「
原
発
・
い
の
ち
・

み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
隔
月
で
会
議
を

開
催
し
、
原
発
事
故
や
福
島
県

民
健
康
管
理
調
査
の
状
況
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の

健
康
影
響
等
の
資
料
を
収
集

し
、「
医
師
の
立
場
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
に
発
信
で
き
る
こ
と
は

な
に
か
」を
中
心
に
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、昨

年
末
よ
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー
を
講
師
と
し
た
出
前
講

座
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
出
前
講
座
は
、

福
島
原
発
事
故
を
受
け
て
関
東

か
ら
富
山
県
に
来
ら
れ
た
避
難

者
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
企
画

し
、
十
二
月
十
五
日
に
富
山
県

砺
波
市
の
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
を
お
引

き
受
け
い
た
だ
い
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
吉
田
均
先
生

（
能
美
市
、
小
児
科
開
業
）
は
、

「
子
ど
も
の
い
の
ち
と
放
射
線
」

を
テ
ー
マ
に
、
①
放
射
能
汚
染

に
よ
る
環
境
の
変
化
②
原
発
事

故
平
常
運
転
で
の
リ
ス
ク
③

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
健
康
被
害

④
子
ど
も
の
健
康
被
害
を
防
ぐ

に
は
⑤
線
量
の
高
い
地
域
で
の

注
意
点
に
つ
い
て
、
約
二
時
間

に
わ
た
り
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。

お
話
し
の
冒
頭
、
吉
田
先
生

は
、
福
島
原
発
事
故
を
受
け
て

関
東
に
は
た
く
さ
ん
の
「
ミ
ニ

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
が
で
き
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
基
準
で
強

制
避
難
区
域
に
匹
敵
す
る
場
所

が
出
現
し
た

　１）  

こ
と
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
東
京
都
内
に
お
け

る
土
壌
の
放
射
性
物
質
濃
度
測

定
　２）  

で
、
一
㎏
あ
た
り
一
万
ベ

ク
レ
ル
を
超
え
た
六
地
点
の
中

に
は
、
参
加
者
に
も
馴
染
み
の

公
園
も
あ
り
、「
子
ど
も
た
ち

の
憩
い
の
場
な
の
に
…
」
と
驚

き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
原
発
の
平
常
運
転
時

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
泊
原

発
の
あ
る
北
海
道
積
丹
半
島
の

泊
村
で
は
ガ
ン
死
亡
率
が
千
歳

市
の
四
倍
に
も
な
る
と
い
う

デ
ー
タ
や
、
原
発
か
ら
半
径
五

キ
ロ
以
内
で
は
幼
児
白
血
病
が

二
・
一
九
倍
に
増
加
し
た
と
い

う
ド
イ
ツ
のK

iK
K

研
究
　３）  

も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
参
加
者
か
ら
特
に

注
目
を
浴
び
た
の
が
、
リ
ン
ゴ

の
皮
に
多
く
含
ま
れ
る
ペ
ク
チ

ン
が
腸
内
の
セ
シ
ウ
ム
一
三
七

を
吸
着
し
、
排
出
す
る
と
い
う

研
究
報
告
で
し
た
。
ベ
ラ
ル
ー

シ
の
子
ど
も
六
十
四
人
を
対
象

に
ビ
タ
ペ
ク
ト
（
濃
縮
ペ
ク
チ

ン
）
を
三
週
間
服
用
し
た
場
合

の
効
果
を
二
重
盲
検
法
で
調
べ

た
と
こ
ろ
、
ビ
タ
ペ
ク
ト
服
用

群
で
セ
シ
ウ
ム
一
三
七
の
濃
度

が
大
幅
に
低
下
し
た
と
の
こ

と
　４）  

。
こ
の
ア
ッ
プ
ル
ペ
ク
チ

ン
効
果
に
つ
い
て
は
、
富
山
医

科
薬
科
大
学
（
現
富
山
大
学
）

名
誉
教
授
の
田
澤
賢
次
氏
の
著

書
『
林
檎
の
力
』（
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社 

、
二
〇
一
二
年
二
月

発
行
）
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。

今
回
の
出
前
講
座
は
、
避
難

者
の
皆
さ
ん
の
心
情
に
寄
り
添

い
な
が
ら
お
話
さ
れ
る
吉
田
先

生
の
姿
勢
が
非
常
に
印
象
に
残

る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、地
元
、

砺
波
市
在
住
の
小
児
科
医
が
参

加
さ
れ
た
こ
と
も
避
難
者
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
日
頃
抱
え

て
い
る
健
康
不
安
に
つ
い
て
安

心
し
て
相
談
で
き
る
医
師
と
の

つ
な
が
り
を
作
れ
た
こ
と
を
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
今
回
の
参
加
者
を

含
む
避
難
者
の
多
く
が
家
庭
内

分
断
（
避
難
元
に
残
っ
て
い
る

家
族
と
の
対
立
）
の
問
題
を
抱

え
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
と
い

う
深
刻
な
実
情
も
お
聞
き
し
ま

し
た
。
避
難
期
間
が
長
期
化
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
家
族
間
の
溝

や
そ
の
深
刻
度
は
増
し
て
い
く

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
避
難
者

の
思
い
を
共
有
す
る
場
、
避
難

者
同
士
で
集
ま
る
場
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

避
難
者
に
よ
る
避
難
者
の
た

め
の
企
画
と
な
っ
た
第
一
回
目

の
出
前
講
座
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
少
人
数
開
催
だ
か
ら
こ
そ
話

せ
る
こ
と
も
あ
り
、
富
山
県
の

避
難
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深

め
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
多
く
の
方
が
「
原
発
・

い
の
ち
・
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
出
前
講
座
を
活
用
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
講
師
派
遣
の
ご
依
頼
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

出前講座には関東からの避難者や地元の小児科医など9人が参加した
� （2013年12月15日、富山県砺波市のアプリコットにて）

＜お問い合わせ先＞

石川県保険医協会 TEL 076-222-5373　Fax 076-231-5156
Eメール：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

原発・いのち・みらいプロジェクト
出前講座のご案内

所属しているサークルや町内会で、「原発・いのち・みらい」をテー
マに勉強会を開いてみませんか。保険医協会から講師を派遣します。

テーマ
低線量被ばくの健康影響、
核被害の実相や核をめぐる国際情勢など

講師
石川県保険医協会
「原発・いのち・みらいプロジェクト」メンバー
の医師

費用
講師料は無料。
交通費については別途相談に応じます。
※会場の準備、参加者募集は貴方にてお願いします。
　詳細は同封した案内チラシをご覧ください。

石川県保険医協会　TEL(076)222-5373　FAX(076)231-5156　E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

確定申告の時期が近づいてきました。保団連が確定申告や日常の経営税務対策のために
毎年発行しているテキスト「保険医の経営と税務」の2014年版が1月末に発行されました。

となります。FAXにてお申し込みください。

会員は１冊無料進呈、２冊目からは会員価格（1,000円）

保険医の
経営と税務 2014年版
─確定申告・医業経営改善のために─

◇目次構成
第１章 医業所得計算と日常業務
第２章 共済制度と税金
第３章 開業・承継・閉院
第４章 相続税・贈与税
第５章 スタッフの税務と給与実務の留意点
第６章 勤務医師の税務
第７章 消費税
第８章 地方税の計算
◇巻末資料
医療機関の収入に関する課税関係
所得の種類と留意点
控除額等計算一覧表
確定申告書の記載例
事前通知・終了通知チェックシート
税務調査　対応の心得10のポイント　など

（体裁：B5判・184ページ、定価：1,500円）

１） 

放
射
能
防
御
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

作
成
「
関
東
土
壌
汚
染
調
査
結

果
マ
ッ
プ
」
を
参
照

２） 

日
本
共
産
党
都
議
団
に
よ
る

調
査
（
赤
旗
、
二
〇
一
二
年
三

月
十
六
日
付
）

３） K
aatsch P, et al. Int J 

Cancer 1220:721,2008

４） 

ビ
タ
ペ
ク
ト
を
服
用
す
る
群

と
非
ビ
タ
ペ
ク
ト
（
偽
薬
）
を

服
用
す
る
群
に
分
け
、
観
察
者

も
被
験
者
も
ど
ち
ら
を
服
用
し

た
か
分
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て

行
っ
た
調
査
。N

esterenko 
A

V
, et al. Sw

iss M
ed 

W
kly 2004;134:24-27

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その25

シリーズ

原
発・い
の
ち・み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

出
前
講
座
を
ス
タ
ー
ト

　小
野

　栄
子
（
石
川
県
保
険
医
協
会
事
務
局
）
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西村　邦雄（金沢市・内科）

西村邦雄ドクターの

スペイン紀行
マラガからサンプラーノへ

４回シリーズ・その2

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

ス
ペ
イ
ン
二
日
目
。
旅
行
会

社
の
行
程
表
に
は
、
一
日
マ
ラ

ガ
観
光
と
あ
る
。
グ
ラ
ナ
ダ
か

ら
旅
行
を
始
め
る
と
な
る
と
、

マ
ラ
ガ
空
港
と
な
る
こ
と
が
分

か
ら
な
か
っ
た
だ
け
な
の
だ

が
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
て
も

さ
っ
ぱ
り
マ
ラ
ガ
の
情
報
が
得

ら
れ
な
い
。
取
り
あ
え
ず
ホ
テ

ル
の
す
ぐ
傍
に
あ
る
カ
テ
ド
ラ

ル
（
教
会
）
と
ピ
カ
ソ
美
術
館

を
観
る
こ
と
に
す
る
。
カ
テ
ド

ラ
ル
の
入
り
口
に
物
乞
い
が
居

た
が
、
以
前
は
も
っ
と
多
か
っ

た
と
の
こ
と
。
ピ
カ
ソ
美
術
館

は
収
容
作
品
二
百
点
と
意
外
に

充
実
し
て
い
て
、
ピ
カ
ソ
フ
ァ

ン
に
は
有
名
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
午
後
は
ど
う
す
る
？

折
角
の
休
日
だ
し
、
も
っ
た
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
予
定
に
は

な
い
コ
ル
ト
バ
に
行
く
こ
と
に

決
定
。
世
界
遺
産
で
あ
る
メ
ス

キ
ー
タ
を
観
れ
た
ら
ラ
ッ

キ
ー
。
早
速
マ
リ
ア
・
サ
ン
プ

ラ
ー
ノ
駅
に
行
く
。コ
ル
ト
バ
、

往
復
、
一
等
、
二
名
と
い
う
メ

モ
を
渡
し
て
、手
振
り
で
交
渉
。

特
急
で
の
往
復
と
な
る
と
夜
十

二
時
過
ぎ
に
マ
ラ
ガ
に
着
く
列

車
し
か
な
い
と
い
う
。
仕
方
が

な
い
そ
れ
で
良
い
と
切
符
を
買

う
。
ス
ペ
イ
ン
が
誇
る
新
幹
線

ア
ベ
の
乗
り
心
地
は
最
高
。
定

時
に
正
確
に
運

行
し
た
。
コ
ル

ト
バ
駅
か
ら
タ

ク
シ
ー
で
、
ユ

ダ
ヤ
人
街
の
中

に
あ
る
メ
ス

キ
ー
タ
に
向
か

う
。
メ
ス
キ
ー

タ
は
外
観
か
ら

は
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
巨
大
な

モ
ス
ク
で
、
大

理
石
と
楔
形
の

赤
レ
ン
ガ
を
交

互
に
組
み
合
わ

せ
た
ア
ー
チ
が

延
々
と
続
く
。
そ
の
中
に
キ
リ

ス
ト
教
の
寺
院
も
作
ら
れ
て
お

り
、独
特
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。

メ
ス
キ
ー
タ
を
出
た
と
こ
ろ
に

あ
る
天
井
か
ら
生
ハ
ム
を
ぶ
ら

下
げ
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入

り
、
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
迷
っ
て

い
る
と
、
片
言
の
日
本
語
で
お

勧
め
の
料
理
を
指
定
し
て
き

た
。
日
本
人
客
が
多
い
の
だ
と

実
感
す
る
。
値
段
も
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
。
ユ
ダ
ヤ
人
街
の
散
策
も

快
適
で
、
日
差
し
の
強
い
中
、

白
壁
の
民
家
の
た
た
ず
ま
い
も

美
し
く
、
住
ん
で
み
た
い
と
思

う
家
並
み
で
あ
っ
た
。
コ
ル
ト

バ
駅
に
つ
い
て
か
ら
レ
ス
ト
ラ

ン
で
夕
食
を
食
べ
た
ま
で
は
良

か
っ
た
が
、
夜
十
一
時
二
十
九

分
発
の
列
車
に
乗
る
ま
で
の
待

ち
時
間
が
長
か
っ
た
。
駅
構
内

の
店
の
照
明
が
次
第
に
消
さ

れ
、
待
っ
て
い
る
人
も
数
人
に

な
る
と
心
細
く
な
る
も
の
。
無

事
に
サ
ン
プ
ラ
ー
ノ
駅
に
着
い

た
時
に
は
ほ
っ
と
し
た
。
異
国

の
駅
で
最
終
列
車
に
乗
る
と
い

う
貴
重
な
体
験
を
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
三
日
目
。
就
寝
が

遅
か
っ
た
の
で
、
朝
は
ゆ
っ
く

り
と
食
事
を
し
て
サ
ン
プ
ラ
ー

ノ
駅
に
行
く
。
出
発
が
午
後
な

の
で
、
駅
の
近
く
に
あ
る
ラ
リ

オ
ス
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
を
散
策
す
る
こ
と
に
す

る
。
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
で
様
々
な
物
が
あ
っ

た
。
食
料
品
売
り

場
に
最
も
そ
の
国

の
特
徴
が
出
る
と

い
う
。
肉
類
の
種

類
の
多
さ
に
感
心

し
た
。
駅
で
の
ア

ク
シ
デ
ン
ト
は
、

ト
イ
レ
騒
ぎ
。
女

子
ト
イ
レ
で
パ
ー

ト
ナ
ー
が
列
を
つ

い
て
待
っ
て
い
る

と
、
清
掃
中
な
の

で
身
障
者
用
の
広

い
ト
イ
レ
を
使
用

す
る
よ
う
指
示
さ
れ
る
。
ド
ア

を
開
け
た
ら
、
ズ
ボ
ン
を
下
げ

た
若
い
男
性
が
ギ
ャ
ッ
と
奇
声

を
あ
げ
た
と
の
こ
と
。
ド
ア
を

開
け
て
出
て
い
く
男
性
は
、

待
っ
て
い
た
女
性
た
ち
に
ク

ス
ッ
と
笑
わ
れ
て
退
散
し
た
と

い
う
。
鍵
の
か
け
忘
れ
は
恥
の

も
と
。

今
年
は
、
午
年
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
、
う
ま
4

4

く
い
き
ま

す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
の
わ
が
家
は
、
病
気
で
始
ま
り
ま
し
た
。

私
は
風
邪
で
寝
込
ん
で
い
ま
し
た
。
孫
娘
も
発
熱
し
、
救
急

病
院
の
小
児
科
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
元
気
に
な

り
ま
し
た
が
、
ま
ご
ま
ご
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
命
と
健
康

の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
出
来
事
で
し
た
。

さ
て
、
小
松
市
の
方
で
、「
い
の
ち
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
命
に
優
し
い
街
っ
て
ど
う

い
う
街
だ
ろ
う
・
・
・
、
そ
う
い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

・
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
手
を
差
し
伸
べ
る
人
が
い
る
。

・
個
人
で
は
な
く
、
集
団
と
し
て
の
対
応
を
し
て
く
れ
る
。

・
お
互
い
の
顔
と
名
前
が
分
か
っ
て
い
る
。

・
生
活
し
た
い
場
所
で
生
活
を
維
持
で
き
る
。

・
急
病
に
な
っ
て
も
、
い
つ
で
も
診
て
も
ら
え
る
。

こ
れ
ま
で
話
し
合
っ
た
こ
と
、
勉
強
し
た
こ
と
を
市
民
に

発
信
、
共
有
し
よ
う
と
、
二
月
八
日
に
集
会
と
講
演
会
を
企

画
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り　

〜
つ
な
げ
よ
う
！　

一
人
一
人
が
輝
く
瞬
間

に
出
合
え
る
た
め
に
〜
」
で
す
。
詩
人
で
あ
り
児
童
文
学
作

家
で
も
あ
る
藤
川
幸
之
助
氏
に
よ
る
認
知
症
講
演
会
「
支
え

る
側
が
支
え
ら
れ
る
時
〜
認
知

症
の
母
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

〜
」
と
、
長
崎
県
の
詫
摩
医

師
、
中
尾
医
師
に
よ
る
在
宅
医

療
講
演
会
「
笑
顔
と
介
護
の
お

手
伝
い
〜
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
〜
」
を
開
催
し

ま
す
。

い
の
ち
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
が
進
む
よ
う
に
、
実
行
委

員
の
皆
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

い
の
ち
に
や
さ
し
い�

�

ま
ち
づ
く
り

帯
刀
　
裕
之
（
小
松
市･

内
科
）

会員リレーエッセー　◆◆173◆◆

囲 碁

（解答は 3面にあります） （解答は 3面にあります）

持
駒

　金
歩

黒先　８分で二、三段以上
〈ヒント〉 外側からの攻めで
 白の眼形を奪います。

〈ヒント〉 自然な手順が続きます。
 （10分で初段）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

中級編 中級編

香桂

歩
玉

桂竜

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独5 2 8 6
9 4 6 1
2 7 □

6 1 3
9 6 7 8

3 2 4
3 □ 6

1 7 3 4
8 5 9 1

石 川 保 険 医 新 聞 2014年2月15日（毎月15日発行）（8）第502号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

ピカソ美術館のパンフレット

メスキータの円柱。所々に明かりとりがある

ユダヤ人街の一角。
白壁に統一された家並み、清潔感がある


